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一昨年よりスタートしましたSDGｓ(持続可能な開発目標）活動は、弊社の一ヶ月間
のサービス量に応じて寄付活動や社会活動の原資に充てる予定になっております。
2023年10月の活動実績＝13,825Pとなり、2020年より開始いたしました累計数は、
781,645Pとなりましたのでご報告させていただきます。また、具体的な活動内容の
詳細につきましては、引続きアスモ新聞にてお伝えさせていただきます。

いつもアスモ・たんぽぽ新聞をご覧い

ただきありがとうございます。毎年11月

は全国的に介護の日が制定されており、

中野区でも先日、11月９日、10日で介

護の日のイベントが開催されました。

弊社が所属する中野区介護サービス

「ストーリーをつむぐ」

事業所連絡会では、毎年介護の日にケアマネジャーの介

護無料相談会、福祉用具や区内事業所の情報などを展示

するブースが設けられています。そして本年から中野区

内の介護職員やヘルパーさんに永年勤続表彰をしようと

いうことで、5，6年越しで実現の運びとなりました。

表彰は中野区内の同一事業所で10年勤続・15年勤続、

そして20年以上勤続のヘルパー、介護士が対象となりま

した。弊社からは11名の20年以上勤続と２名の15年勤続

のヘルパーが受賞されました。受賞されたヘルパーの皆

さまおめでとうございます。

（20年以上勤続：高辻めぐみ、佐藤薫、江田富士子、滝

ゆり子、船間エミ子、松原園美、樋口裕子、田吹美知子

、高橋真理子、遠藤民子、大久保浩子

15年勤続：御崎晴美、高橋道子 ※順不同・敬称略）

株式会社アスモは介護保険制度がスタートした2000年

に有限会社石寿水（いずみ）として創業致しました。開

設当初は資金繰りに追われる日々で、あたりまえのこと

ですが毎月の給料をお支払いすることがこんなに大変な

ことなのかと痛感する毎日でした。そんな中、今回永年

勤続を受賞された皆さまは、私にとって事業を救ってく

れた恩人だと、それをいつも忘れないようにしていかな

ければと、改めて感じることができました。

創業当初はそのような状況ですから、私自身も7年ほど

現場に入っておりました。その間に現場で経験したこと

のすべてが今の事業や経営理念に反映しているといえま

す。

ある日、このようなご依頼を受けました。介護が必要

なご夫婦とそのご両親を見る一人娘さんから、認知症を

患っている父親がお風呂に入らないので困っている。と

にかくお風呂に入れてほしいというご依頼でした。そし

て奥様は指と腕の機能が低下しており調理をすることが

できないので、母親の指示にしたがって調理をしてほし

いというものでした。

調理に関しては、あまり自信がなかったため、奥様の言

うとおりに調理をすることは私にとって好都合でしたが、

ご主人をお風呂に入れることは大変なことでした。2日に

一回はご自宅に訪問するのですが、2日前のことは既に覚

えていないため、人の家に勝手に入って失礼じゃないです

かと怒られる始末です。私は小学生の時のように胸に大き

く「花堂」と名前を書いたゼッケンをつけて訪問するよう

になると覚えてくれるようになったのです。そしてお風呂

に関しては、入らないと拒否をされ続け、娘さんにも申し

訳ないという日々が続きましたが、ある日ご利用者様がこ

んな話をされました。「戦争中オーストラリアで捕虜にな

り3,000名近くの日本人が一つの収容所に入っており、そ

の中の7名で劇団を作り、よく発表していたんだよ。楽し

かったな～懐かしいな～」と嬉しそうにお話されました。

私はこれはいいきっかけかもしれないと思い、続きをお

風呂の中で聞かせて貰えないかというと、すんなり「分か

った」と言って私がズボンに手をかけると抵抗することも

なくズボンを脱ぎ始めました。お風呂に入っても私が、「

昔オーストラリアで劇団で活躍されたようですね」という

と、先ほどの会話を覚えていないため、最初から説明して

くれたのです。

私はこの経験から一人ひとりが生きてきたストーリーを

大切にするということ、言いかえると「イキカタ（生き方

）」を支えることが最も重要ではないかと思っています。

ご利用者は生まれてきた時からのストーリーをずっと書き

加えてきて、90歳の方であれば90歳の「いま」がありま

す。会社でバリバリ働いてきた人、家庭の中で生きてきた

人、一人で破天荒に生きてきた人、それぞれ歩んできた人

生も違います。もし私たちと出会ったことで、その人の人

生が急にそれまでと違うストーリーになったりしたら困り

ます。私たちは、ご利用者が大事にしてきた人生のストー

リーを変えることなく、その続きをつむぐお手伝いをして

いきたいと思います。



居宅介護支援 ケアプラン作成
☎ 03-5318-4007

たんぽぽ介護 訪問介護サービス
☎ 03-5318-5731

。

これからの季節にノロウイルス対策要注意

毎年11月から2月にかけての冬場は、ノロウイルスによる食中毒が多発します。
ノロウイルスは感染から発症までの潜伏期間が24～48時間あり、主な症状は嘔吐、下痢、腹痛、37～38℃の発熱な
どですが、持病のある人や高齢者が感染すると脱水症状を起こし、症状が重くなるケースもあります。
ノロウイルスの感染経路や予防を正しく理解し、食中毒を防ぎましょう。

ノロウイルスの主な感染経路

１．経口感染
ウイルスに汚染された食品を十分に

加熱せず食べた場合や、感染した人が
調理した食べ物を口にすることで感染します。

２．接触感染
感染者の吐しゃ物などに直接触れ、手や指にウイル

スが付着することで感染します。

３．飛沫感染
感染者の吐しゃ物が床に飛散した際、周囲にいてウ

イルスの含まれた飛沫を吸い込むことで感染します。

４．空気感染
感染者の吐しゃ物などが乾燥し、埃とともに空気
中へ舞うと、それを吸い込むことで感染します。

ノロウイルスによる食中毒を防ぐには
食中毒を防ぐには、以下のポイントが大切です。

１．ウイルスを持ち込まない
普段から感染しないよう、丁寧な手洗いや日々の健康

管理を心がけましょう。
また、腹痛や下痢などの症状があるときは、食品を直接
取り扱わないようにしましょう。

２．ウイルスをつけない
食品や食器、調理器具などにノロウイルスを付けない

ように、調理などの作業をする前には、手洗いをしっか
り行いましょう。

３．ウイルスをやっつける
食品に付着したノロウイルスを死滅させるためには、

中心温度85～90℃、90秒以上の加熱が必要です。
器具は洗浄後、熱湯や塩素消毒液で消毒しましょう。

 秋がやってきました

11月を過ぎまして急に寒くなり、みなさまの体調を気にかけております。
今年もあっ、という間に秋。そこで、秋と言えば食欲の秋・・・

秋にぜひ食べたい栄養や旨みたっぷりな11月の旬の食材（魚、野菜、果物）
をご紹介します。

食材によって様々な効果があります。みなさまは何がお好きですか？

〇さんま・・・血液をさらさら、脳の老化防止に・・・
〇サクラエビ、ししゃも・・・カルシウムがたっぷり
〇ブロッコリー・・目の疲れ、肌の老化防止、ビタミンC

〇柿・・利尿作用促進、風邪予防、疲労回復、ビタミンC

〇きのこ・・食物繊維が豊富、腸をきれいに免疫力アップ
〇キウイフルーツ・・・ビタミンC・E・ミネラル

〇ざくろ・・・ビタミンC・クエン酸

免疫力アップ、美肌づくり、疲労回復、腸内環境を整えるなど、
体に大変良い働きをしてくれる食材たちです。

美味しく食べて、元気に秋を満喫しましょう。

介護支援専門員 藤井貴美子



福祉用具レンタル・販売 住宅改修
介護用品のレンタル・販売、住宅改修

☎ 03-5318-4007

「いつでも」は

シ ニ ア ハ ウ ス コ ム

シニアハウスコム 有料老人ホーム サービス付き高齢者向け住宅
ご相談・ご紹介

老人ホームのご相談・ご紹介で10年以上の経験があるシニアハウスコム。ご相談をいただく中でさまざまな

場面を体験しております。今月は古庄相談員の描きおろしイラストと共に「あるある」をご紹介いたします。

入居相談の「あるある」をご紹介

みなさまの施設探しをスムーズにお手伝いできますよう、体験したことを相談員間で情報共有しています。

経験値豊富なシニアハウスコム相談員を今後もよろしくお願いいたします！

担当者とよく話し合い
退院のタイミングを
計画しましょう。

退院に向けたお話合いにて、病院とご家族で認識相違が！！

意味がちがうことも

「いつまでも」とは

ございます！！

病院のMSW
（医療ソーシャル

ワーカー） ご家族様

こんにちは！福祉用具専門相談員の佐藤英郎です。

車いすは「移動する」だけでなく、正しい姿勢を保って座れる「いす」の役割も果たし

ています。では、どんなことに気をつけて選べばいいのでしょうか？

これから３回に分けてポイントをお話しします。

第１回のテーマは「車いすを使うメリット」です。

■車いすを使うメリット

メリットその１：

ご利用者さまの

移動をスムーズに

します。

メリットその２：

座り姿勢を保ち、

暮らしにメリハリ

が生まれます。

座り姿勢を保つことができれば、座っている時間

も長くなり、食事やテレビ、趣味などの楽しみが

広がります。横になった姿勢でいるより意識が

はっきりし、まわりへの興味や関心が生まれ、 

気力が高まります。

思うように歩けない人も、車いすを使えば目的の

場所へ行くことができます。ご本人の症状によっ

てはご自分の意思で動かせる場合も多くあります

し、ご自身で操作できない場合も介助者が押すこ

とで少ない力で早く移動できるようになります。



株式会社
アスモ

たんぽぽ介護
 ■訪問介護

シニアハウスコム
 ■有料老人ホーム紹介

在宅介護センター・アスモ
 ■ケアプラン作成
 ■福祉用具レンタル・販売 住宅改修

アスモ・テクノサービス
■建物設備保守管理・
コスト適正化事業

アスモエージェント
■人材紹介

アスモカレッジ
 ■介護人材養成・開発

株式会社アスモ 

〒165-0026 東京都中野区新井1-26-4 2F

TEL  03-5318-4007 FAX  03-5318-4008

パワーリハビリテーションの考え方：
動作性と意欲、その両方を引き出すこと

老化や認知機能が低下した身体的及び心理的活動を回復させ、自立性と生活の

質の向上を目指すリハビリテーションの新しい手法。

・パワーリハビリテーションとは

つまり・・生活機能の改善 ⇒ 健康行動 ⇒ 行動変容
・体が思うように動かせるようになることで自信を取り戻し、自立した生活を
 続けることが可能になります。
・専用マシンを使うことで正しい体の動かし方が出来るようになり、生活に
必要な体の機能を取り戻すことができます。

パワーリハビリテーション
ドイツ生まれのメディカル・トレーニングマシン（ドイツ医療規格

に適合）６台を使用して、“座る・立つ・歩く”といった生活基本

動作に必要な筋肉へ刺激を与えます。マシンを使用しているた

め、筋肉トレーニングを思い浮かべるかもしれませんが、決して

筋肉を鍛えるものではありません。正しいポジショニングで、軽

い負荷（重り）をかけ、繰り返し同じ動作を行うことにより、動か

なくなった筋肉（不活動筋）を、再び“活動筋”へ戻すことを目的

としています。これによって、老化（廃用症候群など）を改善・予防することができるのです。ご利用者

さまの状態に合わせて「痛くない、疲れない、楽しい」リハビリを行うことができます。

・弊社がパワーリハビリテーションを選んだ理由

座ってできる『みんなの体操』と『座位の太極拳』

パワーリハビリテーションは、マシーンに目が行きがちですが、

弊社がこのパワーリハビリテーションを選択した大きな理由は、

準備体操のプログラムにあります。準備体操として『みんなの

体操』、整理運動として『座位の太極拳』を行います。両方と

も、立位が難しい方でも、イスに座ったまま（座位で）体を動

かすことができます。準備運動の『みんなの体操』は、全身の

筋肉をほぐし、体を温めることを目的としています。

整理運動として行う『座位の太極拳』は、運動（パワーリハビリテーション）後の呼吸や血液循環などを

常態に戻し、筋肉の疲労を残さないために行います。共に身体の力を抜き、リラックスして楽に行う

ことで、複数の筋肉を連動して動かすことができ、廃用症候群などの改善・予防にもつながります。

見学をご希望の方は、ケアマネジャーにご相談ください。

リハプライド・ルフラン 〒161-0031 東京都新宿区西落合4-21-9  tel ０３-５９０６-５７６１
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